
あまる･のこる

I. はじめに

(1) かyプに 液体が あまるo

(2)カップに 液体が のこる｡

上の例文を比較すると,カップの中に液体が存在す

るという状態をあらわしている点で一致する｡(1)と(2)

は置きかえが可能である｡しかし,状況の追いによっ

て使い分けが認められる｡

(図Ⅰ)

(図ⅠⅠ)カップAに液体を満たすことを目的とし

てカップBから注入すると仮定すると,図 Ⅰの場合 (

Aにこれ以上注入する余地がない場合)は,(1)(2)両方

のいい方が可能であるが,図1Ⅰの場合 (Aにまだ注入

する余地がある場合)は,(2)のいい方は可能だが,(1)

のいい方はできない｡このように常に両者の置きかえ

ができるわけ

ではない｡そこで,ここではこの二語をとりあげて

分析を行ない,意味の追いを考えてみることにする｡

なお,国立国語研究所1964では,｢あまる｣は ｢2.1580増減

｣,｢のこる｣は ｢2.124残存 ･消滅｣に分類されている｡

2.分析普通,[Nが あまる/のこる】という構

文をとる｡(3) お金が

あまる｡(4) お金が

のこる｡(5) 太郎が

あまる｡(6) 太郎が

のこる｡ガ格には,(3)(4)のように無生物がたつ場合と,(

5)(6)のように有生物がたつ場合がある｡有生物

がか格にたつ場合,人間や動物などの意志が関係する

ことがある(2.2.で述べる)ので,無生物 と分けて分

析を行なうことにする｡



(1乃 ×やけどの傷が あまる｡

(10 やけどの悔が のこる｡

(1g)×果実のしみが あまる｡

1細 果実のしみが のこる｡

CI)x未練が あまる｡

¢2) 未練が のこる｡

田)×しこりが あまる｡

(紬 しこりが のこる｡

脚 x悪名が 後世に あまる｡

¢6) 悪名が 後世に のこる｡

いずれも ｢のこる｣しかいえない｡(l馴まやけどをし

た結果として侭が皮膚にある状態である｡eO)は衣服類

に果実の汁をつけた結果,しみとして後がついてとれ

ない状態といえる｡¢劫捌)は何らかの行為の結果,心の

中にその事についての思いが存在している状態といえ

る｡¢馴ま死んだ後までも名前が悪菓とともに引き続き

伝えられる状態である｡これらの例文に共通していえ

ることは.ある作用 ･行為が行なわれた結果,やけど,

果実の汁.心中の思い,悪業が,侮,しみ,未練,し

こり,悪名になりかわって引き続き存在している状態

をあらわしていることである｡そこには時間経過や環

境変化がはたらいており,それらの要因によって何ら

かの質的変化があらわれている｡

C7) 迫産が あまる｡

朗) 避産が のこる｡

この例文は両方正しいが,意味的にかなりの追いを

生じる｡¢訓ま｢迫産を迫族に振 り分けた結果,はんば

が生じる｣の意であり.相当する迫族に分配すべき金

額が基畔となっており,その基準を超過した金額につ

いての表現である｡¢馴ま｢生前に使われなかった財産

が迫産として死後に存在する｣の意であり,死によっ

て財産が逝産へと質的変化をする｡

2.2. N-有生物の場合

Cg)×私が 帰らないで あまります｡

(30) 私が 帰らないで のこりますo

Cu) x太郎が 図番館に あまって 勉強している｡

02) 太郎が 図番館に のこって 勉強している｡

(33)×母鳥が 巣に あまって 卵をあたためる｡

伽 母鳥が 典に のこって 卵をあたためる｡

このように主体的な行為を表わす文では,｢あまる｣

を用いることはできない｡この場合の ｢のこる｣は,

｢人間および動物の意志によってあとにとどまる･残

留する｣の意として使用される｡

89 三人の中で 私が あまる｡

鮒 三人の中で 私が のこる｡

この例文を本人の意志で残留するの意として解釈す

るならば,(36)しかいえない｡しかし.仮に次のような

状況を設定してみる｡三人いて将棋をさすことにした｡

一人参加できないのでジャンケンで見学する者を決め

ることにした結果,ジャンケンで負けたのが自分であ

ったとすれば脚鮒の両方いえる｡このように本人の意

志とは無関係な場合には,｢あまる｣も ｢のこる｣も

使える｡

2.3. 基準

｢あまる｣の場合,必要量および予定丑 ･敢大限度が

基準とされる｡｢のこる｣の場合,時間経過や環境変

化の中で ｢のこる｣と判断 ･認定する時点が基準とな

る｡

帥 旅費が あまっている｡

伽) 旅費が のこっている｡

上の例文をA君が二万円の千草で五日間旅行に行っ

たという状況で考えてみる｡三日目までに一万円使っ

たと仮定すると,

(39)×旅費が 一万円 あまっている｡

(40) 旅費が 一万円 のこっている｡

となる｡A君が五日間の旅行を終えた時に,使わなかっ

たお金が二千円手元にあった場合には,

(41) 旅背が 二千円 あまっている｡

(42) 旅費が 二千円 のこっている｡

のように両方のいい方ができる｡

この場合,旅行の必要絶賛は一万八千円であるから,

｢あまる｣の文ではこれが唯一の基準であり,この基

準は不動のものである｡よって(41)はいえるが(39)はおか

しい｡伽)は,使っていないお金が一万円あっても二千

円あってもいずれの場合でもいえる｡ここでは金額は

問題にならない.認定の時点をどこにとるかによって,

旅費がどれだけ手元にあるかが変化する｡(40)(42)は両方

とも ｢のこっている｣状態だが.基準となる時点が異

なっている｡｢のこる｣の場合は基準を移動させるこ

とが可能である｡

次に基準以後の丑について考えてみる｡

(43) 百枚のコンサー トチケットが 十枚 売れずに

あまった｡

(44)×コンサー トが中止になI) チケットが 百枚全

部 あまった｡

(43)の基準は,チケットが殺大限に売れた枚数である｡

百枚のうち九十枚売れたのだから十枚が ｢あまる｣こ

とになる｡(44)はチケットを売る必要がないのだから韮
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串は考えられか ､｡｢あまる｣においては.ある特定の

場合に基準は一つだけであり,｢あまる｣畳 も決 まっ

ている｡

｢のこる｣の場合,基準のとり方によって ｢のこる｣

畳が決まる｡一般に基準以前と以後の量を対比すると,

基準以前の丑>基準以後の畳--⑨

である｡つまり,時間経過や環境変化とともにもとの

畳が減少し,減少した畳をもとの畳から差し引いた盈

のみが存在する｡しかし,時間経過や環境変化があ っ

たにもかかわらず, もとの丑が減少しないで基準をす

ぎてもそのまま全部存在し統ける場合がある｡

基準以前の畳-基準以後の畳･･-･⑳

具体的な例文をあげてみる｡

(45) 風が吹いて 花が 一つだけ のこっている｡④

(46) 風が吹いたが 花は (一つ も散らず)全部 の

こっている｡ ⑧

㈹ きの うもらったおか しが 半分 のこってい

る｡ ⑨

(48) きのうもらったおかしが 手つかずでのこって

いる｡ ⑳

2.4. 慣用的用法

｢あまる｣の慣用的用法には,

(49) 身に あまる 光栄だ｡

(50) この仕事は むずか しすぎて 手に あまる｡

61) 人目に あまる ふるまいだ｡

(52) 勢いあまって 行きすぎた｡

などがある｡(49)(50)は能力以上の光栄･仕事がある場合,

(紬は許容を超えたふるまいを見た場合.(52)は止まるつ

い )が勢いがつきすぎて通 りこした場合であり,いず

れも一定の基準を超過 したことをあらわす表現である｡

この用法は他に ｢十指にあまる｣｢言葉にあまる｣｢思

案にあまる｣｢有 りあまる｣｢思いあまる｣などがある｡

63) 火事で 一件だけ 焼けのこった｡

(54) 商品が 売れのこる｡

(59 城災で 生きのこった｡

(53)～(55)の例文の校合動詞は,｢焼けずにのこる｣, ｢売

れずにのこる｣, ｢死なずにのこる｣の意味である｡｢消

えのこる｣｢居のこる｣なども同様に考えられる｡い

ずれも避難の時点をすぎても引き続き存在している状

態を表わしている｡

このように,慣用的用法についてもこれまでの分析

通 り考えられる｡

3. まとめ

以上みてきたように,｢あまる｣と ｢のこる｣の置き

かえが可能な場合 とそうでない場合がある｡慣用的用

法を除いては ｢あまる｣が使えて ｢のこる｣が使えな

い例文はみあたらない｡置きかえができない場合には

質的変化が認められる.置きかえが可能な場合でも.

基本的には意味のとらえ方に差がある｡

｢あまる｣ 一定の基準星 (偉大限度)を超過 し

た状態

｢のこる｣ 基準の時点で引き続き存在している

状態｡

言語経歴 :1960年12月富山県富山市生 0-

18歳富山市 18歳一束京都大田区

ふる･ゆする

I. はじめに

この二語は, ともに国研1964｢2.1511揺れ.振れ｣

に分類されている語で互いに類似した意味を持つ｡し

かし,対象となるものや動か し万は必ずしも同じでは

ないので,実際の動作は,かなり異なる｡分析を通し

て,それらの追いを明らかにしていきたい｡

2.物体を動かす場合

2.1 対象物

(1) 体温計を ふって 水銀を 下げる｡
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(2)x体温計を ゆすって 水銀を 下げる｡

(3) 旗を ふって 危険を 知らせる｡

(4)x旗を ゆすって 危険を 知 らせる｡

(5) 試験管を ふる｡

(6)×試験管を ゆする｡

(7) 鈴を ふる｡

(8)×鈴を ゆする｡

(9) お姫様が 打出小槌を ふると 一寸法師は

大きくなった｡

(IO)×お姫様が 打出小槌を ゆすると 一寸法師は
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